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ＥＮＥＯＳ株式会社 

      日本電気株式会社 

 

２０２１年５月２０日 

 

サービスステーションを中心とした 

電動車両の充電ネットワーク拡充に向けた協業検討開始 

 

ＥＮＥＯＳ株式会社（代表取締役社長：大田 勝幸、以下「ＥＮＥＯＳ」）と日本電気株式会社

（代表取締役執行役員社長兼ＣＥＯ：森田 隆之、以下「ＮＥＣ」）とは、電動車両（ＥＶ、

ＰＨＶ※１）の充電事業において協業検討を開始することに合意し、本日、「基本合意書」を締結

しましたので、お知らせいたします。 

 

現在、地球温暖化問題の深刻化を受け脱炭素化が世界的な潮流となる中、日本国内においても

脱炭素化につながる電動車両のさらなる普及が想定されております。 

ＥＮＥＯＳは、グループの２０４０年長期ビジョンにおいて、サービスステーション（以下

「ＳＳ」）を、地域の皆様にモビリティ関連や生活関連のサービスをトータルで提供できる拠点

とすべく、ＳＳの生活プラットフォーム化を掲げております（参考１）。そのために、電動車両の

普及を見据えた充電サービスは不可欠であり、ＳＳネットワークを活かしたＥＮＥＯＳなら

ではの高い利便性と競争力のある充電サービスの創出を目指しております。 

またＮＥＣは、「ＮＥＣ ２０３０ＶＩＳＩＯＮ」において「地球と共生して未来を守る」

を掲げております。ＮＥＣが持つ最先端のＡＩ・ＩｏＴ技術を駆使し、企業などが保有する

エネルギー設備の効率的で最適な運用を図ることなどを通じて脱炭素社会の実現に貢献しま

す。 

全国展開する約１３，０００ヵ所のＳＳネットワークおよび電力事業をもつＥＮＥＯＳの

強みと、充電（実績・状態）管理や設置工事・トラブル対応など、電動車両充電器運用にかかわる

システム全般のノウハウをもつＮＥＣの強みを活かし、今般両社は以下の事業領域で協業

の検討を行います。 

 

１． 電動車両充電ネットワークを通じた新たなサービスの創出 

２． 電動車両充電ネットワークの拡充 

 

両社は本協業の検討を進め、お客様・社会が求める多様なサービスを提供し、人々が豊かに

生きる生活基盤の構築と活力のある未来づくりを目指します。また、持続可能な開発目標

（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）の目標１１「住み続けられるまちづくりを」の

ゴールである、「都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする」ことをはじ

めとした目標の達成に貢献してまいります。 

 

※１ ＰＨＶ ：プラグインハイブリッド車（Plug-in Hybrid Vehicle） 

以 上 



 

＜参考１．ＳＳを起点とした次世代エネルギー供給・地域サービス＞ 

 

 

 

（１）ＥＮＥＯＳ株式会社 

代表者 代表取締役社長 大田 勝幸 

所在地 東京都千代田区大手町一丁目１番２号 

設立日 １８８８年５月１０日 

資本金 ３００億円 

事業内容 
石油製品（ガソリン・灯油・潤滑油等）の精製および販売、ガス・石炭の

輸入および販売、石油化学製品等の製造および販売、電気・水素の供給 

従業員数 単体：９，２０６人（２０２０年４月１日現在） 

ＵＲＬ https://www.eneos.co.jp/ 

 

 

（２）日本電気株式会社 

代表者 代表取締役執行役員社長 兼 ＣＥＯ 森田 隆之 

所在地 東京都港区芝五丁目７番１号 

設立日 １８９９年７月１７日 

資本金 ４，２７８億円 

事業内容 
社会公共事業、社会基盤事業、エンタープライズ事業、ネットワーク

サービス事業、グローバル事業 

従業員数 単体：２０，５８９人(２０２１年３月末現在) 

ＵＲＬ https://jpn.nec.com/ 

 

 


